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被災地の健康支援

避難所

災害の危険に伴い避難をしてきた被災者等が一定期間滞在するため
の施設 （災害対策基本法第49条の７）

自宅を失った人、自宅に戻れない人が一時的な生活を送る場所

2次避難所

被災地におけるライフラインの状況等に鑑み、自宅の復旧や仮設住宅
等への入居までの間の被災者の生活環境を確保するための避難先

ホテル・旅館・民泊への2次避難、福祉避難所への2次避難

1.5次避難所

高齢者や障がいのある方、妊婦、乳児など特に配慮が必要な方々が、ホテルなど
の「2次避難所」に移るまでの被災地外の一時的な避難先

令和6年（2024年）能登半島地震 被災地外への一時的な避難施設（2次避難所/1.5次避難所），https://www.pref.ishikawa.lg.jp/syoko/saigai/iichijiteki-hinanshisetsu.html



加賀市の二次避難所（宿泊施設）避難者
への健康支援

• 受入時の健康チェックの結果、宿泊施設の避難者の
中には、長期の避難生活などで健康状態が悪化して
いる被災者や、持病がある被災者が全体の2割以上
存在（内服服用者は5割）

• 継続的な医療機関の受診調整や健康相談が必要

• 健康支援拠点を作り保健師などの職員を配置し、健康リ
スクのある避難者の健康支援を実施

①１次避難所・１.５次避難所から２次避難所の受け入れと
健康支援（トリアージ）

②健康支援（継続支援）



保健学系の活動開始まで

1月17日 石川県健康福祉部より加賀市の二次

避難所支援依頼

1月18日 保健学系会議で支援決定

1月18日 保健学系内での周知

1月18日 活動希望者の募集

1月19日 日程調整（２人１チーム）

1月19日 物品準備

1月22日 活動開始

1月23日、24日、30日 活動内容説明会



活動の実際

日程 加賀市及び応援派遣の状況

1/9～ 加賀市

1/15～ 加賀市、静岡市

1/22～ 加賀市、静岡市、鯖江市、新発田市、金大保健

1/23～ 加賀市、静岡市、鯖江市、新発田市、金大保健
千葉県、宮崎市

1/24～ 加賀市、静岡市、鯖江市、新発田市、金大保健
千葉県、宮崎市、伊勢市、

1/27～ 加賀市、静岡市、鯖江市、新発田市、金大保健
千葉県、宮崎市、伊勢市、高知県

金沢大学保健：保健医療専門職2人1組でチームを組む



活動の実際

※2次トリアージ対象者の健康観察

健康相談ブース二次避難所受け入れ会場

七尾市、輪島市、能登町などの１次避難所、金沢など１.５次避難所から、避難先の
家族の家から来られた方のうち、２次トリアージが必要な方の聞き取り・健康観察を
行い、継続支援が必要かどうか判断し記録・引き継ぐ



健康支援（二次トリアージ）

★制度の利用状況
・分かる範囲で
聞き取り

※ご本人記載（一次トリアージ）



健康支援（二次トリアージ）

★血圧測定対象者
・降圧剤内服中断
・高血圧治療中で
自覚症状あり

◎残薬必ず確認！
→残5日未満は【継続】
→残なしはいつから内服し
ていないかを確認
【継続】、すぐに受診調整

要、リーダー保健師に報告

◎「既往歴」、「現在治療中
の病気」
・記入漏れもあるため、ご本
人や ご家族に聞き取り

◎日常生活の状況
自宅とは異なるため、
避難所で生活すること
を考慮して確認
＊食事会場までの移動
＊布団・ベッド使用
＊トイレ

★【継続】
・残薬30日以内に切れる
・毎日健康相談の必要あり
・介護申請を考える必要あり
・医療器材・器具利用中
・急変リスクあり

★継続支援希望日「●月
●日」、「医療機関受診調
整」「毎日健康相談」等と理
由記載



保健学系の活動

①加賀市2次避難所における健康観察等の支援

：1月22日～継続 2人1チーム応援派遣

②1.5次避難所（いしかわ総合スポーツセンター）における避

難者、特に高齢者に対するリハビリテーション的環境サ

ポート支援 JRAT

：1月8日～継続

③1次避難所の避難者への静脈血栓の検査、こころのケア、

フレイル予防のケア JMAT

：1月28日～

保健学系全体で今後も被災地と被災者への支援を継続します
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